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第１部 総 論 
 

Ⅰ 基本方針 
１ 計画の目的 

   「子どもの読書活動」は、子どもが言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造

力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身につけていく上で欠くことのでき

ないものです。子どもは読書を通じて、読解力や想像力、思考力、表現力等を養うと

ともに、多くの知識を得たり、多様な文化を理解したりすることができるようになり

ます。また、様々な図書にふれることで、自ら学ぶ楽しさや知る喜びを体得し、更な

る探究心や真理を求める態度を培うことができます。 

   本計画は、読書活動を通して、第５次新庄市総合計画におけるまちづくりの柱「い

のち輝き学びあうまち」のもと、心の教育の充実を図りながら、一人一人の子どもの

感性を磨き、表現力を豊かなものにし、生きる力を育むことを目的とします。 

 

２ 計画の位置づけ 

   この計画は、国の「子どもの読書活動の推進に関する法律」、「第３次山形県子ども

読書活動推進計画」を基本とし、第５次新庄市総合計画や本市の現状等を踏まえ、新

庄市の子どもの読書活動推進に関する目標・基本方針と具体的活動を整えます。 

 

３ 子どもの読書活動の現状 

   本市においては、保育所（園）・幼稚園・認定こども園、小・中・義務教育学校での

読書活動の推進、市立図書館や地域の読み聞かせサークルの活動等により、読書が好

きな児童生徒の割合が大きい傾向にあります。一方で、子どもの生活スタイルの多様

化やインターネット、ＳＮＳ等の普及などの影響で、家庭で読書や読み聞かせに十分

な時間が取られていないという現状もあります。また、読書の幅を広げたり、読書の

質を高めたりすることも課題となっています。 

   そのような中で、読書習慣を形成するためには、乳幼児期から発達段階に応じた読

書活動が行われることや、一人一人の発達や読書経験に留意し、家庭、地域、学校に

おいて取り組みを進めていくことが重要です。 

これらを踏まえ、関係者が連携して、子どもの読書活動の啓発に取り組む必要があ

ります。 

 

【第５次新庄市総合計画「目標指標」】 

指標 出典 

現状値 目標値 

（Ｒ１２年

度） 
基準年 数値 

１日の中に読書に親しむ

時間がある子どもの割合 

（月～金） 

全国学力・学習状況

調査 
Ｒ１ ８０％ ９０％ 
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４ 基本方針 

（１）～推進のための連携・協力～ 

家庭、地域、保育所（園）・幼稚園・認定こども園、小・中・義務教育学校、市

立図書館等がそれぞれの役割を果たすとともに、互いに連携・協力しながら、子

どもの発達段階に合わせた読書活動の推進を図ります。 

一人一人の子どもが読書に親しみ、生きる力を身につけるためには、子どもの

読書環境を取り巻く全ての関係機関がそれぞれの役割を理解し実践するととも

に、相互の連携を図ることが必要です。子どもの自主的な読書活動に関わる取り

組みを地域社会全体で推進する体制の構築を図ります。 

 

（２）～読書環境の整備・充実～ 

読書環境の整備・充実や読書活動推進を担う人材の育成を柱に、子どもの読書

活動の充実を図ります。 

子どもがたくさんの図書にふれ、生活の様々な場面で読書に親しむためには、

読書環境の整備・充実が必要です。市立図書館と学校図書館の蔵書の一元化によ

る図書の有効活用や、読み聞かせボランティア等の人材育成とその拡充を図って

いきます。 

また、読むことや聞くことに障がいがあるなど、特別な配慮を要する子どもに

対して、個に応じた支援ができるよう環境を整備します。 

 

（３）～読書活動に関する意義の普及～ 

子どもの読書活動に関する理解と関心を深めるために、各種情報を収集・提供

します。 

子どもの自主的な読書活動の習慣化を図るためには、保護者、教職員、保育士

等、子どもにとって身近な大人自身が読書に親しみ、その楽しさを子どもに伝え

ることが重要です。そのため、読書活動の意義や重要性について広く普及啓発を

図るよう努めます。 

 

５ 計画を推進するにあたって 

（１）推進のための連携・協力 

  ① 教育委員会、保育所（園）・幼稚園・認定こども園、小・中・義務教育学校、市

立図書館、新庄市読み聞かせ連絡協議会が、子どもの読書活動の推進に向けて、

研修会や情報交換を行います。 

 

  ② 市立図書館は、関係機関へのお勧めの図書や新刊図書等のリストの情報提供を

行います。 

 

  ③ 学校図書担当者や学校司書等を中心に、各校が連携し、子ども一人一人の実態

に応じた読書活動を推進していきます。 
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  ④ 市立図書館と健康課および子育て推進課等との連携・協力を強化し、乳幼児期

の読書活動の充実を図ります。 

 

（２）読書環境の整備・充実 

  ① 学校図書館、市立図書館の図書や資料の充実と有効活用を図ります。 

 

   ② 学校図書館と市立図書館のデータベースと検索システムを効果的に活用します。 

 

   ③ 市立図書館では移動図書館として、保育所（園）・幼稚園・認定こども園、小・

中・義務教育学校、公民館等に本の集配を実施します。また、直接出向いての読

み聞かせやブックトーク等を行います。 

 

④ 新庄市読み聞かせ連絡協議会の設立により、読み聞かせボランティアの研修、

研鑽の機会を充実させるとともに、学校のニーズに合わせた読み聞かせ活動の情

報共有などを行います。 

 

（３）読書活動に関する意義の普及   

① 保育所（園）・幼稚園・認定こども園、小・中・義務教育学校のＰＴＡ活動と連

携し、読書活動の意義の共有化を図り、親子読書等の家読（うちどく）（※１）の奨励

に努めます。 

 

② 保育所（園）・幼稚園・認定こども園、小・中・義務教育学校での読み聞かせや

朝読書を継続・充実させて取り組みます。 

 

③ 小・中・義務教育学校、高等学校の委員会活動など、児童生徒主体の活動を充

実させ、子どもが自主的に読書の意義や重要性を啓発する活動を推進します。 

 

   ④ 市報・ポスター・チラシ等で、市民に向けて読書活動の意義や大切さについて

啓発を図ります。 

 

 ６ 定期的な進捗状況の把握と評価 

    新庄市子ども読書活動推進委員会を開催し、進捗状況の把握・評価・検討を行い

ます。また、小・中・義務教育学校においては、学校図書館研修会で具体的な取り

組みの様子、成果を話し合い、研修を深めながら、市内全体での推進を図ります。 

 

Ⅱ 計画期間 
   この計画は、令和３年度から令和７年度までの５年間とします。その後は、必要に

応じて見直しを行い、引き続き子どもたちの読書活動を推進していきます。 
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第２部 各論 

１ 家庭における乳幼児への取り組みについて 
乳幼児期は、生まれて初めて言葉や文字、絵本などに接する時期であり、親子関 

係をはじめ、人間関係を築く重要な出発点となる時期です。この時期の様々な言葉の

体験が、生涯にわたる読書習慣に大きな影響を及ぼします。また保護者による絵本の

読み聞かせは、親子の心のふれあいを深め、言葉や想像力を育み、心豊かな子育てに

つながります。そこで、乳幼児期の取り組みとして、読書が楽しいと感じられる環境

整備と保護者に絵本を通した乳幼児とのふれあいの大切さを伝える活動を行います。 

 

（１）現状と課題 

① 現状 

平成２６年８月より４ヶ月児健診でのブックスタート事業（※２）を開始し、新庄

市に出生したすべての乳児とその保護者に絵本を手渡し、絵本で心ふれあうひと

ときを持つ体験を平等に同時期に行っています。これまでに１，１５７名（令和

２年３月まで）の乳児へ絵本を手渡しでプレゼントしています。２歳児歯科健診

時のハローブック事業（※３）の継続に加え、市立図書館では、乳幼児を対象とした

読み聞かせを開催したり、あかちゃんタイムという時間を設け、図書館をより多

くの乳児と保護者に活用いただいたりと、フォローアップ事業にも力を入れてい

ます。それにより、市立図書館では親子の利用が多くなり、乳幼児の来館も増え

ています。本に親しみながらの子育てを意識する家庭は年々増加傾向にあります。 

また、地域の中で、市民サークルが、お話会などを開催し、読書にふれること

ができる機会が増えてきました。 

 

② 課題 

家庭の中には、ブックスタート事業やハローブック事業において、絵本に興味

を示す保護者ばかりではなく、時間的に余裕の無い家庭もあり、読み聞かせが実

践されているとは限りません。また、図書館への来館者も一部の親子でしかない

ため、読み聞かせの大切さが全体的には浸透されていない状況もあります。そこ

で、絵本を通じて日常的に心ふれあう機会を設ける環境づくりを行っていくこと

がとても重要となってきます。保護者が乳幼児期からの読み聞かせの必要性を認

識し、発達段階に応じた読書のあり方等について理解を深めることができるよう

に支援する必要があります。また、市民サークルによるお話会が継続的に行える

ような場所がないことも課題のひとつです。 

 

（２）目標と取り組み 

① 目標 

     目標ア 乳幼児と保護者に絵本の楽しさを伝え、読書への興味・関心を持つき

っかけをつくります。 
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     目標イ 乳幼児の家庭に常に絵本があり、家族で読書を楽しむ環境づくりに努              

めます。 

 

     目標ウ 絵本や物語などに親しむ心を育みます。 

 

② 取り組み 

     目標ア 乳幼児と保護者に絵本の楽しさを伝え、読書への興味・関心を持つき

っかけをつくります。 

事業内容 取り組み内容 

・ブックスタート事業 

（絵本のプレゼント） 

 

 

 

 

 

 

 

・ハローブック事業 

 

 

 

 

 

・図書館「あかちゃんタ

イム」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・乳幼児期からの読み聞かせの大切さを保護者に理

解してもらうため、親子で一緒に絵本を開く楽し

い体験とともに絵本を贈る（無料配付）「ブックス

タート事業」を４ヶ月児健診時に実施し、さらなる

啓蒙を図ります。「ブックスタート事業」を行うこ

とにより、家庭ですぐに絵本を手に取り、楽しむ機

会を持つことができます。新庄市に生まれたすべ

ての親子が本に親しむ環境を、平等に同時期に得

ることができるようにします。 

・２歳児歯科健診時、図書館より持参した乳幼児絵

本を手に取ってもらうことで保護者と一緒に乳幼

児が絵本に親しみ、絵本を介して心ふれあうひと

ときを持つきっかけをつくります。健診時に図書

館おすすめの絵本をその場で借りてもらい、その

後、図書館で絵本とふれあう機会につなげます。 

・図書館では、平成３０年度より子育て支援センタ

ーが休館日の毎週水曜日９時３０分より１２時ま

で「あかちゃんタイム」を実施しています。この事

業では、図書館をあかちゃんとその保護者が気兼

ねなく利用できるように図書館利用者にも協力を

お願いしながら、地域全体で子育ての支援と読書

を楽しむ環境づくりを推進しています。平成３０

年度は６１０名、令和元年度は７７５名の参加者

がいました。今後は乳児期の心を育むために、さら

にだっこサポーターのボランティア協力や、子育

て支援センターとの連携を図ります。 

 

目標イ 乳幼児の家庭に常に絵本があり、家族で読書を楽しむ環境づくりに努

めます。 

  事業内容 取り組み内容 
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・ブックスタート事業時

における図書館利用

カードの作成及び読

書記録ノート等の活

用 

 

 

・親子読書の日 

・ブックスタート事業時、お誕生記念に乳児および

保護者に図書館利用カードを作成し、市立図書館

の本を活用してもらうことで、家庭の読書環境の

充実を目指します。家庭における継続的な読書の

ために、読書記録ノート等を幼少期の読み聞かせ

の記録として活用したり、保護者への意識づけを

図ったりします。 

・「親子読書の日（毎月第３日曜日）」の普及啓発活

動、家読等の取り組みを推進していきます。「やま

がた子育ち５か条」の取り組み「読書を習慣づけ

る」にもあるように、新庄市でも家読を推進し、家

族で読書を楽しめる環境づくりに努めます。 

 

目標ウ 絵本や物語などに親しむ心を育みます。 

事業内容 取り組み内容 

・図書館「えほんぱーく」

「おはなし会」 

 

 

 

 

 

 

・出前図書館 

 

 

 

 

 

・新庄市読み聞かせ連絡

協議会への支援と協

働 

・市立図書館で行っている「えほんぱーく」はブック

スタート、ハローブックはフォローアップ事業と

して、絵本に囲まれた公園のように図書館で自由

に絵本に触れ合い、お話を楽しみ、手遊びや、わら

べうた等、言葉から幸せを広げ、家庭読書につなげ

ていくことを目的としています。また、「おはなし

会」も継続し、親子でお話を楽しみ、絵本に親しむ

事業を展開します。 

・わらすこ広場等、子育て支援事業へ図書館が出向

き、読み聞かせやブックトーク等を行い、本の貸出

などの出前図書館を実施します。子育て支援と読

書推進の相乗効果により、より多くの保護者に本

に親しむ機会を充実させるとともに、親子のふれ

あいや心のつながりを育んでいきます。 

・地域の中で、乳幼児とその保護者対象のお話会を

企画し、街中での読書に触れる機会を増やし、絵本

や物語などに親しむ心を育みます。 

 

 

 

２ 保育所（園）・幼稚園・認定こども園における取り組みについて 
保育所（園）・幼稚園・認定こども園においては、子どもが読書の楽しさと出会う

ために保育所保育指針及び幼稚園教育要領に示されているように、幼児が絵本や物語

などに親しむ活動を積極的に取り組んでいます。 
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この時期は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な時期です。初めての集団生

活で様々な体験を積み重ねながら、生きる力の基礎の一つである「言葉」の獲得は、

子どもの発達過程において豊かな人間性を身に付けていくために大変重要となりま

す。子どもは、大人の言葉をまねて、会話しながら「言葉」を獲得していきます。絵

本にふれることや読み聞かせ等で、より豊かな感性を磨き、好奇心や探究心、想像力、

思考力、表現力が養われ、「言葉」が著しく発達してきます。 

また、言葉の理解できない乳児も、絵の色の鮮やかさや読み手の声に反応を示し、

五感が刺激され、脳が活性化するとも言われます。家庭で絵本の世界を親子で一緒に

楽しむことは、「言葉」の獲得だけでなく、子どもの心の安定や心豊かな子育てにも

つながります。 

 

（１）現状と課題 

① 現状 

すべての保育所等で、毎日のように絵本や紙芝居の読み聞かせが実践されてい

ます。市立図書館の移動図書館も利用しながら、子どもたちがより多くの絵本に

ふれる機会を設けています。また、絵本の読み聞かせだけでなく、紙芝居、パネ

ルシアター、ペープサート、人形劇も取り入れ、時にはそこから劇遊びへ発展さ

せるなど、言葉のやりとりも楽しめるような活動を行っております。所内・園内

でも絵本コーナーを設置し、読みたい時にいつでも読める環境を設置しています。

保護者には、おたよりなどで読み聞かせ等の様子を知らせ、家庭での読み聞かせ

を啓発しています。 

 

② 課題 

就労形態の多様化や家庭生活状況等の変化に伴い時間的余裕のない家庭や保護

者が読み聞かせの重要性を認識していない場合も少なくありません。子どもや保

護者の絵本に対する興味・関心を高められるよう、読み聞かせの質の向上や環境

づくりにより乳幼児期における読み聞かせの重要性を保護者に伝えていくことが

大きな課題となります。また、今後も引き続き、絵本を子どもたちの身近に置き、

室内環境の一つとして位置付け、絵本の種類を充実させることが求められていま

す。 

 

（２）目標と取り組み 

① 目標 

目標ア 子どもたちに絵本の楽しさを伝え、興味・関心を持てるようにします。 

 

     目標イ 子どもが絵本にふれあい、親しむ環境づくりに努めます。 

 

     目標ウ 絵本や物語などに親しみ、想像する楽しさを味わう力を育みます。 

 

② 取り組み 
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目標ア 子どもたちに絵本の楽しさを伝え、興味・関心を持てるようにします。 

事業内容 取り組み内容 

・読み聞かせ 

・絵本以外の活用 

・保育士、教師による日々の読み聞かせを行います。 

・パネルシアター、ペープサート、人形劇、紙芝居、

タペストリー（※４）などを活用します。 

 

目標イ 子どもが絵本にふれあい親しむ環境づくりに努めます。 

事業内容 取り組み内容 

・図書コーナーの充実 

 

 

 

 

 

 

・図書館利用 

・保育所（園）・幼稚園・認定こども園内図書コーナ

ーを充実します。 

・子どもが絵本に親しみ、楽しめるような環境づく

りを進めます。 

・安心して図書にふれることができるスペースを確

保します。 

・子どもの興味や関心に応じた図書を選定します。 

・移動図書館を利用します。 

・様々な分野の本を借用します。 

 

目標ウ 絵本や物語などに親しみ、想像する楽しさを味わう力を育みます。 

事業内容 取り組み内容 

・親子ふれあい広場 

 

 

・絵本講演会 

 

・おたよりでの啓発 

・保育所（園）・幼稚園・認定こども園内の絵本コーナ

ーを、親子ふれあい広場として活用できるよう呼び

かけます。 

・保護者向けの絵本講演会を開催し、読み聞かせの大

切さについて理解を図ります。 

・園だよりやクラスだよりなどで、読み聞かせ等の様

子や絵本の紹介などを行い、保護者に対して家庭で

の読み聞かせの大切さを伝えます。 

 

 

 

３ 小学生への取り組みについて 
小学生の時期は、心身の諸能力が急速に発達する時期です。また、すべての教科の

基礎となる知識を学ぶ大切な時期でもあります。だからこそ、読書に親しむ習慣、本

を通じて物事を調べる習慣を小学生の時期から確立していくことが重要です。そのた

めには、家庭や地域と連携しながら、読書の習慣づけを図る効果的な指導を展開する

必要があります。さらに、それぞれの学年の学習内容に応じた計画的な読書指導や授

業における図書館の効果的活用を進めていくことが大切です。学校図書館が、読書に

親しむ場、知識や情報を提供できる場となるよう、整備していく必要があります。 
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（１）現状と課題 

① 現状 

     各小学校等では、朝読書や読み聞かせ、ブックトークの実施、図書紹介コーナ

ーの設置など、読書に親しむ環境づくりを工夫してきました。年間一人平均貸出

冊数は、平成２７年度は７６．５冊だったのに対し、令和元年度は１１４．１冊

となっており、約３８冊増えています。また、令和元年度全国学力・学習状況調

査では、「読書は好きですか」という問いに対して、「当てはまる」「どちらかとい

えば当てはまる」と回答した児童の割合が８１．４％となっています。一方で、

学校の授業以外に、普段（月曜日から金曜日）１日１時間以上読書している子ど

もの割合が１７．３％となっており、前年度より２．０％減っています。さらに、

「全くしない」と回答した子どもは１３．９％で、前年度より２．４％増えてい

ます。これまでの各校の取り組みにより、読書への興味・関心が高まっている一

方で、インターネットや SNS など、メディアにふれる時間が増え、読書に十分な

時間が取られていないことが懸念されます。 

     授業では、各教科や領域のねらいに応じ、学校図書館が活用されています。教

科に関連した図書の購入、学習に必要な資料の収集などを行ってきたことで、子

どもが主体的に活用できるような環境が整備されてきました。また、平成３０年

度からは、学校図書館と市立図書館のデータベースと検索システムが共有化され、

市立図書館や各校の蔵書が検索可能になりました。市立図書館と各校の連携によ

り、授業に必要な図書を充実させることができました。 

     ボランティアを活用している学校では、学校図書館環境整備、図書の修繕、読

み聞かせやブックトーク等の支援をいただいています。また、学校図書館だより

等を発行し、学校図書館の活動を家庭に紹介している学校も多くあります。各校

とも、家庭や地域と連携しながら読書活動推進のための努力を継続しています。 

 

② 課題 

     読書の楽しさを実感し、主体的に読書に親しむことが、読書習慣の育成につな

がっていきます。各学校においては、これまで行ってきた取り組みをもとに、魅

力あるイベントの開催、本を薦め合う活動、図書展示の工夫等が必要となります。

また、読書習慣のない子ども、読書の傾向に偏りがある子ども、すでに読書に親

しんでいる子どもに対しては、発達段階や読書経験に応じた指導を行い、読書へ

の関心を高めるとともに読書の幅を広げていく指導も求められます。 

     学校図書館は、自由な読書活動や読書指導の場であると同時に、情報の収集、

選択、活用能力を育成する場でもあります。各教科や領域のねらいに応じ、より

多くの授業で学校図書館を活用することで、表現力や思考力、想像力が育まれま

す。そのためには、蔵書を充実させたり、授業や読書活動を進めやすいような環

境整備を行ったりする必要があります。また、学校図書館と市立図書館のデータ

ベースと検索システムを効果的に活用し、学習に必要な図書や資料を借りる等の

連携も考えられます。 
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     子どもの読書習慣の確立には、家庭や地域との連携も不可欠です。家庭での読

書やボランティアの協力を、より一層進めることが大切です。 

 

（２）目標と取り組み 

① 目標 

目標ア 読書の幅を広げるために、読書への興味・関心を高めます。 

 

目標イ 読書センターおよび学習・情報センターとしての機能を充実させ、子

どもが主体的に活用できる学校図書館づくりに努めます。 

 

目標ウ 読書に親しみ、知識や情報を得たり、自分の考えを広げたりする力を

育みます。 

 

  ② 取り組み 

     目標ア 読書の幅を広げるために、読書への興味・関心を高めます。 

事業内容 取り組み内容 

・朝読書 

 

・読み聞かせ 

 

・図書紹介 

 

 

・児童主体の 

委員会活動 

・親子読書の奨励 

・読書意欲を高める 

     取り組み 

・読書生活の 

振り返り 

・学校図書館だより 

等の発行 

・１０～１５分間を「朝読書の時間」として日課表に

位置付け、全校で読書に取り組みます。 

・読み聞かせボランティアや学校図書館員、図書委員、

教員が行います。 

・掲示物の作成、展示コーナーの工夫を行います。必

読図書を選定したり、図書委員や教員おすすめの図

書、新刊図書や課題図書等を紹介したりします。 

・読書週間や読書月間において、読書郵便、図書クイ

ズ等のイベントを開催し、読書意欲を高めます。 

・親子で同じ本を読み、感想を交流します。 

・目標冊数の設定、ベストリーダーの表彰、複数冊貸

し出し等を行います。 

・読書履歴をもとに自分の読書傾向を知り、新たなめ

あてを決めます。 

・学校の読書活動やおすすめの図書等を紹介します。 

 

目標イ 読書センター及び学習・情報センターとしての機能を充実させ、子ど

もが主体的に活用できる学校図書館づくりに努めます。 

事業内容 取り組み内容 

・蔵書整備 

 

 

・教科に関連した本の購入、教科書関連図書一覧の作

成、活用できない本の廃棄処分、学習に必要な資料

（パンフレット、地域資料、児童作品等）の収集、
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・環境整備 

 

 

・学校図書館や市立 

図書館との連携 

ラベルの張り替え、本の修理等を行います。ボラン

ティアの協力をいただく場合もあります。 

・机といすの配置、書棚の配列、教科書関連図書コー

ナーの設置など、授業に活用しやすい環境づくりを

行います。 

・学校図書館と市立図書館のデータベースと検索シス

テムを活用します。 

・不足している本を借り入れ、読書活動や授業に役立

てます。 

 

目標ウ 読書に親しみ、知識や情報を得たり、自分の考えを広げたりする力を

育みます。 

事業内容 取り組み内容 

・授業での活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学校司書等の 

学習支援 

・各教科や領域のねらいに応じて図書を活用します。 

＜国語＞ 

・ブックトーク、ビブリオバトル（※５）、先行読書、並行

読書等を行います。 

＜社会、理科等＞ 

・本や百科事典、パンフレット、地域資料等を使った

調べ学習等を行います。 

＜その他＞ 

・教員が授業に関わる事柄を調べる、児童作品を見て

参考にすること等を行います。 

・各教科や領域のねらいに応じて、読み聞かせやブッ

クトーク、選書のアドバイス、図書や資料の準備等

の支援を行います。 

 

 

 

 

４ 中学生への取り組みについて 
中学生の段階になると、読書に対する興味や関心、読書量や選書の傾向などに個人

差が出てきます。その結果が各教科の学習における読解力や語彙力、心の育みなど人

間形成に影響を与えていると考えられます。 

また、この時期は悩みを持ったり、葛藤したりと、心が揺れ動く思春期でもありま

す。この時期にこそ生徒の心の琴線にふれるような様々な書物との出会いが大切であ

り、生徒の発達段階に適した読書指導と学校図書館運営の推進が大切です。 

 

（１）現状と課題 
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① 現状 

平成１８年度より学校図書館員が一部に配置され学校図書館整備がなされたこ

とで、貸し出しや図書管理がスムーズに行われるようになりました。貸し出し冊

数や生徒の読書意欲の増進につながり、現在も子どもたちの語彙を増やし、情報

活用能力を育てる実践的な学習となるよう、継続して環境整備が進められていま

す。 

また、小学校時代から培ってきた読書への関心が高い生徒が多く、すべての中

学校で朝読書を実施することで、落ち着いて授業に臨む態度につながっています。 

朝読書や学校図書館の利用で読書意欲が盛んになり、様々な本との出会いを通

して知識が身に付き、読解力や表現力の育成に寄与しています。 

語彙や表現力の育成や心の発達のためには、広く多様な書物に多くふれる必要

があります。そのために、学校図書館が中心となって良書を選び、生徒が関心を

持てる提示の仕方を工夫しなければなりません。 

いずれにしても、学びの宝庫といわれる学校図書館は、活字に親しむ場所に留

まらず、学校における読書活動の拠点(読書センター)、学習・情報センターとして

の機能を強化することが生徒たちの読書活動を支えるために必須となっています。 

 

② 課題 

新学習指導要領に示されているように、言語力の育成が求められており、読書

活動を通して資料活用力や情報活用力の育成を図る必要があります。そのために

は、読解力や表現力などを根底から支える読書活動を推進し、学習を広げ、深め

るための選書や資料の充実を図らなければなりません。とりわけ、時代のニーズ

に合った図書教材を備え、言語活動の充実に関する指導を各教科で、また教科横

断的に強化することが重要です。 

さらに、中学生の現状として、読書時間の確保や図書室の利用を増やすための

具体的な工夫・手立ても必要です。 

 

（２）目標と取り組み 

① 目標 

目標ア 知識や考えを広げるために、読書しようとする態度を育みます。 

 

目標イ 読書センターおよび学習・情報センターとしての機能を充実させ、子

どもが目的に応じて活用できる学校図書館づくりに努めます。 

 

目標ウ 自分の生き方や社会との関わり方を意識し、考えを広げたり深めたり

する力を育みます。 

 

② 取り組み 

目標ア 知識や考えを広げるために、読書しようとする態度を育みます。 
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事業内容 取り組み内容 

・授業における学校図書館や 

読解資料の有効活用 

 

 

 

・推薦図書の選定と提示 

（例「◯◯中の 100冊」など） 

 

 

 

 

・図書委員会による意欲喚起 

 

・生徒主体の委員会活動の 

推進 

 

 

・計画的な読書活動の実施 

・文章やグラフ、図など多様な資料読解を取り

入れた授業を各教科で実施していきます。そ

の学習を支える資料の整備と言語活動の充

実を目指し、共通理解と授業改善を図りま

す。 

・学校図書館を利用し、様々な図書を紹介して

いきます。教科を問わず教師や読み聞かせの

会などで推薦図書を選定し、図書委員会の活

動を通じて全校生徒に提示していきます。読

後は生徒によるポップ掲示など有効な活動

も取り入れます。 

・ポスター製作や図書だよりの発行など広報活

動を通して読書意欲を喚起します。 

・推薦図書やテーマに沿った展示本の配架や、

掲示物の工夫・書棚整理をします。 

・読書や希望図書等に関するアンケートをと

り、読書活動に生かします。 

・朝読書や読み聞かせの年間計画を作成しま

す。 

 

目標イ 読書センターおよび学習・情報センターとしての機能を充実させ、子

どもが目的に応じて活用できる学校図書館づくりに努めます。 

事業内容 取り組み内容 

・学校図書館の整備 

 

 

 

 

・学校図書館や市立図書館と

の連携 

 

 

 

 

 

 

・地域の方からの助言や市内

学校図書館活動の情報交

・各教科から意見をもらい、授業で活用できる

図書等を購入します。 

・生徒が活用できるＰＣやタブレットなどＩＣ

Ｔ機器を整備し、情報センターとしての機能

を備えます。 

・学校図書館と市立図書館のデータベースと検

察システムを活用し、より広く図書の検索を

行います。 

・読書量調査の結果を分析し、内容を考察して

次の活動に生かしたり、ベストリーダー等の

紹介をしたりします。 

・新刊図書の紹介をします。（おたよりや放送

やポップなど生徒自身の言葉で） 

・読書や学校図書館活動の実際について、読み

聞かせボランティアなどから意見や助言を
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換 

 

 

もらい、生徒の読書活動に還元します。また、

担当者間で定期的に情報交換を持ち、学校図

書館活動の活性化を図ります。 

 

目標ウ 自分の生き方や社会との関わり方を意識し、考えを広げたり深めたり

する力を育みます。 

事業内容 取り組み内容 

・主体的かつ共感的な涵養性

を養う読書活動の推進 

 

・読み聞かせの実施 

 

 

 

 

 

・市立図書館や県立図書館、

市内学校間の連携 

 

 

・登場人物や本文の内容に共感したり、自分な

りの考えを持ったりできるような活動を授

業や図書委員会で働きかけます。 

・地域の人材を生かし、今後も読み聞かせを 

継続して行っていきます。学校図書館を活用

し、並行読書や関連図書として、読み聞かせ

の図書の積極的な展示や貸出をしていきま

す。また、可能であれば、ブックトークなど

も計画的に取り入れていきます。 

・共通認識のもとに連携を図り、授業で必要な

図書や生徒の要望に応じた図書を用意しま

す。情報管理を徹底し、学校図書館と市立図

書館のデータベースと検索システムの共有

化、および有効活用を図ります。 

 

 

 

５ 高校生など（おおむね１６～１８歳）への取り組みについて 
国の「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」では、読書習慣の形成に向け

て、高校生においては「知的興味に応じた幅広い読書」の推進を掲げています。市内

の高校４校においては、読書に親しむ習慣を身に付けさせるとともに、知的興味や目

的に応じた読書を行っていく機会を設けていくことが大切です。学校図書館が中心と

なって、各教科における図書の活用や、全校挙げての読書活動、市立図書館と連携を

図った読書活動の推進が求められます。 

 

（１）現状と課題 

① 現状 

     市内４校では、各校の実態に応じ、特色を生かしながら、各教科、委員会活動、

ホームルームなどにおいて様々な読書活動が行われています。 

     また、司書教諭、担当教員、学校司書等が連携した各教科における図書の活用

など、学校図書館が中心となって組織的、計画的に読書活動の推進が図られてい

ます。 
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     生徒の読書量については、各校若干の差はありますが、多くの学校が増加傾向

にあると捉えています。 

 

  ② 課題 

     新学習指導要領においては、読書活動を言語能力を向上させる重要な活動と示

しています。市内４校では読書量は増加傾向にあるものの、各校共通して「発達

段階に応じた多様な分野の読書」「個人の嗜好に偏らない学習に資する分野の読書」

が課題であるとしています。そのために、学校図書館と各教科が連携し、図書資

料の充実や効果的な教材の準備など、今後も環境整備を行っていくことが大切で

す。そして、生徒の主体的・意欲的な読書活動になることを目指していかなけれ

ばなりません。 

 

（２）目標と取り組み例 

  ① 目標 

     目標ア 目的に応じて幅広く多様な読書をしようとする態度を育みます。 

 

     目標イ 読書の目的や資料の種類に応じて、適切に読むことができる力を育み

ます。 

 

  ② 取り組み例 

目標ア 目的に応じて幅広く多様な読書をしようとする態度を育みます。 

事業内容         各校の取り組み内容 

・朝読書の推進 

 

・教科等の授業に

おける読書活動

の推進 

 

・講演会や読書会

の実施 

 

・学校図書館の 

環境整備 

・朝読書を日々の学校生活や年間行事に位置付けて取り

組みます。 

・図書館を利用した授業において、資料収集、関連書籍

の活用を行います。 

・学校図書館内に進路や授業関連コーナーを設置しま

す。 

・現役作家による講演会を開催し、書き手の思いに迫る

体験を行います。また、読書会を開催して互いの感想

を交流します。 

・図書館内に推薦図書コーナーを設置し、多様な分野の

書籍を紹介します。 

・特色ある図書館づくりとして「絵本コーナー」等を設

置したり、市立図書館と連携した「おはなし会」等を

実施したりします。 

 

目標イ 読書の目的や資料の種類に応じて、適切に読むことができる力を育み

ます。 
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事業内容        各校の取り組み内容 

・学習支援として 

図書の活用推進 

 

 

 

・読書感想文の 

取り組み 

・図書活用支援の 

実施 

 

 

 

・主体的な委員会 

活動の推進 

・学習支援として、インターネットの活用に止まらず、

専門書の活用など、学校図書館を利用した学習活動を

します。 

・授業における探究型学習では、学校図書館を利用して

生徒が主体的に活動します。 

・朝読書の本や授業で活用した本を対象に、校内読書感

想文コンクールを実施します。 

・司書教諭や学校司書が生徒のニーズを把握し、相談を

受けながら図書や資料をそろえるなど、個に応じた支

援を進めます。 

・市立図書館と連携し、必要な図書や資料を随時そろえ

ます。 

・図書委員が中心となって一般教養講座を開催します。

各分野において身につけるべき教養を、図書を通して

紹介します。 

 

 

 

６ 市立図書館における子ども読書活動の推進について 
幼い頃から読書習慣を身につけ、成長段階に合わせた読書活動を継続するには、地

域に密着した市立図書館の役割が重要です。子どもたちにとって図書館は、豊富な蔵

書の中から本を自由に手に取ることができ、読書により親しむ場所になっています。 

また図書館では、「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する基本的な計画」

（読書バリアフリー法）が策定されたことにより、障がいのある子どもや日本語を母

語としない子どもへの読書環境のさらなる整備充実も求められています。このように

乳幼児から中高生まですべての子どもが多様な読書に親しむことができる図書館サ

ービスが必要不可欠です。また、子どもたちが読書に親しむ環境をつくるためには、

子どもへの働きかけばかりではなく、周囲の大人に理解を促すことも大切です。市立

図書館のイベントや講座を通して大人へ読書活動を啓蒙していくとともに、子どもの

読書活動を支える読み聞かせボランティアの研修支援、連携、協働を市立図書館が中

核となり推進していかなければなりません。さらに、子どもたちが読書の喜びを深め、

自主的な読書活動を推進していく環境づくりを目指します。 

  

（１）市立図書館における今後の取り組み 

① 目標 

目標ア 読み聞かせボランティアへの支援連携等を通して、読書に親しむ機会

を提供し、興味・関心を高めます。 

 

目標イ 図書資料のさらなる整備や、障がいのある子どものための環境整備な
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どを推進します。 

 

目標ウ 読書活動に関する情報を発信し、読書の意義についての普及啓発に努

めます。 

 

     目標エ 学校図書館と連携し、子どもの読書環境のさらなる充実を図ります。 

 

② 取り組み 

目標ア 読み聞かせボランティアへの支援連携等を通して、読書に親しむ機会

を提供し、興味・関心を高めます。 

事業内容 取り組み内容 

・新庄市読み聞かせ連絡

協議会 

 

 

 

 

 

・団体貸出の実施 

 

 

・図書に関する情報提 

 供 

 

 

・「えほんぱーく」（乳

幼児を対象としたお

はなし会） 

 

・「おはなし会」（幼児

から小学生を対象と

したおはなし会） 

 

 

・子どもの図書館利用促

進を目的としたイベ

ント 

 

・市立図書館、保育所（園）・幼稚園・認定こども園、

小・中・義務教育学校、高校等で活動している読み

聞かせボランティアの連絡協議会が令和元年５月

に発足しました。研修会、交流会を通して、ボラン

ティアの交流拡大、情報の提供、共有を行い、活動

の充実と読書活動の推進を目指すため、拠点的役

割を図書館が担います。 

・おはなし会等の活動に必要な市立図書館資料の団

体貸出を行い、読み聞かせボランティアの自主的

な活動を引き続き支援します。 

・読み聞かせボランティア活動の充実に向けて、市

立図書館職員が薦める図書リストの配布や読書相

談を随時行い、子どもの読書活動の推進を図りま

す。 

・「えほんぱーく」は、読み聞かせボランティアの協

力により実施します。子どもに読書の楽しさを伝

えるとともに乳幼児期からの読書に対する周囲の

大人の関心を高めます。 

・「おはなし会」は、高校生ボランティアをはじめと

して、読書ボランティアの協力により行います。子

どもに読書の楽しさを伝えるとともに、乳幼児期

からの読書に対する周囲の大人の関心を高めま

す。 

・「図書館まつり」での各種イベント、市民参加型ま

つりへの出前図書館事業などを実施し、子どもに

読書の楽しさを伝え、図書館の利用促進と読書推

進を行います。 

 

目標イ 図書資料のさらなる整備や、障がいのある子どものための環境整備な



 

18 
 

どを推進します。 

事業内容 取り組み内容 

・児童書及び子どもの読

書に関する市立図書

館の資料の整備 

・パスファインダーの作

成・レファレンスサー

ビスの充実 

・アクセシブルな資料の

充実 

 

 

・日本語を母語としない

子どもへの読書支援

の実施 

・手話で楽しむおはなし

会の実施 

 

 

 

 

・特別支援学校への読書

活動の推進 

・児童生徒の調べ学習用資料・朝読書用の図書・教科

書の単元に合わせた児童書の充実を計画的かつ効

率的に整備します。 

・調べるテーマごとに活用できる図書のパスファイ

ンダー（※６）の作成、司書が行うレファレンスサービ

ス（※７）提供の充実を図ります。 

・漫画、点字資料、大活字資料、LL ブック（※８）や録

音図書、電子書籍等の多様な形式の図書資料の充

実を目指すとともに、視覚障がい機器の活用を促

します。 

・多言語で書かれた市立図書館資料の充実を図ると

ともに多文化理解促進に向けた取り組みを各機関

と連携しながら実施します。 

・手話による絵本の読み聞かせを中心にしたおはな

し会を、年間を通して定例で実施し、聴覚障がいを

持つ子どもへの読書活動推進及び障がいに対する

理解促進を図ります。また、手話の研修などを通し

て、手話ボランティアの育成と、障がいへの理解を

深めます。 

・読書の機会や場所を提供することで、より読書に

親しむとともに、障がいに応じた読書活動の体験

の充実と環境の整備を目指します。 

 

目標ウ 読書活動に関する情報を発信し、読書の意義についての普及啓発に努

めます。 

事業内容 取り組み内容 

・新庄市読書感想文に係

る応募等 

 

 

・ヤングアダルトブック

リストの設置と配布 

 

 

・職場体験・インターン

シップの受入 

 

・読書する喜びや、感動を文章にすることで、中高生

が本に親しみ、幅広い読書ができるように新庄市

内の小中高校生を対象に読書感想文の応募等を行

っていきます。 

・山形県図書館協会発行の『ＹＡブックリスト』（県

内公共図書館実務担当者協力）を設置し、読書アド

バイスを希望する児童生徒へ無料配布すること

で、ヤングアダルト層の読書活動推進を図ります。 

・市立図書館では、次世代を担う児童生徒の社会体

験の場として職場体験に協力を行います。市立図

書館の仕事に興味を持ち、市立図書館を知っても
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・広報・WEB情報・SNS の

発信 

 

 

 

 

 

・子どもの利用促進を目

的としたイベントの

実施 

 

 

 

・「子どもの読書週間」

に合わせたイベント

の実施 

 

らうことで、読書活動へとつなげていきます。 

・図書館広報の発行による、おすすめ本の紹介や図

書館オリエンテーション、ふるさと学習と郷土資

料紹介等の記事を掲載し、広く掲示配布し、子ども

の読書意欲につなげ、市立図書館の利活用の向上

を目指します。合わせて、WEBでの図書館の蔵書公

開、Facebook で興味・関心をもってもらえるよう

な情報の発信を行います。 

・定例の「おはなし会」以外に夏休みに行っている

「図書館夏フェス」、「図書館まつり」での各種イ

ベント、マルシェなどの市民参画のまつりへの出

前図書館事業などを実施し、子どもに読書の楽し

さを伝え、図書館の利用促進と読書推進を行いま

す。 

・「えほん５０」（全国学校図書館協議会絵本委員会

選定）の期間展示、ブックガイドや読み聞かせノウ

ハウ本の展示を行うとともに、多彩なイベントに

より、子どもに読書の楽しさを伝え、図書館の利用

促進と読書推進を行います。 

 

     目標エ 学校図書館と連携し、子どもの読書環境のさらなる充実を図ります。 

事業内容 取り組み内容 

・団体貸出 

 

 

 

・移動図書館事業 

 

 

 

 

 

・市立図書館見学の受入 

 

 

 

 

 

・図書に関する情報提供

・学校図書館機能の補完的な役割として市立図書館

資料の団体貸出を行い、教科・総合的な学習の時間

における調べ学習やリテラチャーサークル、朝の

読書活動などの実施を支援します。 

・小学校と中学校に出向き、図書の貸出を行います。

司書が選書した新刊図書、季節の本、スポーツや読

み物等、様々な分野から図書館車に積み込み、実際

に生徒が手に取り、読みたい本を選ぶことによっ

て読書に対する関心を高め、図書館の利用促進に

つなげます。 

・児童・生徒・教職員に対して市立図書館の役割や使

い方等を説明し、読書への関心を高めるとともに

市立図書館への理解も促します。図書館でオリエ

ンテーションを行い、実際に学校の授業の場所と

して提供し、図書館の本を活用することで、読書推

進を図ります。 

・学校図書館資料選定に向けた情報提供や市立図書
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と蔵書の共有化 

 

 

 

 

 

 

・読書記録ノート等の活

用 

 

 

 

・学校図書館支援（おは

なし会やブックトー

ク）の実施 

館職員が薦める図書リストなどの配布等、学校図

書館資料の充実に向けた支援を行います。学校図

書館のデータベース化により、市立図書館の蔵書

検索も可能になり、図書情報や蔵書状況を共有で

きるようになりました。新庄市として図書資料の

蔵書を共有することで、児童生徒の読書環境を整

備し、資料の有効活用を図ります。 

・読書記録ノート等を活用して読書の履歴を可視化

します。学校図書館での貸出記録と市立図書館で

の貸出記録を一つにすることで、子どもたち一人

一人の生涯の読書財産とし、読書意欲にもつなげ

ます。 

・市立図書館司書が学校を訪問し、おはなし会やブ

ックトーク等を通して、子どもに読書の楽しさを

伝えるとともに、子どもの読書環境整備に対する

教職員の関心を高めます。 

 

（※１） 家読（うちどく）：家庭において子どもを中心に家族で同じ本を読むことで、本を媒介として相

互理解を深め、家族の絆が一層深まることを目指す活動です。 

（※２） ブックスタート事業：１９９２年にイギリスで始まった、すべての乳児とその保護者に、自治体

が行う０歳児健診で絵本で心ふれあうひとときを持つ体験と絵本を手渡し、読書の環境や子どもの

育つ環境を豊かにする活動です。 

（※３） ハローブック事業：２歳児歯科健診時、図書館より持参した乳幼児絵本を手に取ってもらうこと

で保護者と一緒に乳幼児が絵本に親しみ、絵本を介して心ふれあうひとときを持つきっかけをつく

る事業。健診時に図書館おすすめの絵本をその場で借りてもらい、その後、図書館で絵本とふれあ

う機会を提供します。 

（※４） タペストリー：壁にかけて使用する布製の保育教材のことを言います。昔話、行事の話などを大

きな壁掛けで楽しむことができます。 

（※５） ビブリオバトル：知的書評合戦とも呼ばれます。ビブリオバトラー（発表者）たちがおすすめの

本を持ち寄り、一人５分の持ち時間で書評した後、バトラーと観客が一番読みたくなった本、「チ

ャンプ本」を決定します。 

（※６） パスファインダー（Pathfinder）：path（小道）＋finder（発見者）の複合語で、道案内・誘導

者のことを言います。図書館では、特定のトピックや主題に関する資料・情報を収集するにあたっ

て、図書館で提供できる資料を主体に、関連資料・情報を紹介するものを「パスファインダー」と

言います。 

（※７） レファレンスサービス：図書館利用者が学習・調査研究を目的として探求している情報、資料な

どを検索・提供・回答する図書館サービスを言います。 

（※８） LLブック：「LL」とはスウェーデン語の「LattLast」（英語ではeasy to read）の略です。日本語

が得意でない方や知的障がいのある方をはじめとした一般的な情報提供では理解が難しい様々な方

にとって読みやすいようにつくられている図書のこと言います。 
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